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大
臣
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お
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一
連
の
言
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に
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す
る

菅
�
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内
閣
総
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大
臣
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見
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に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
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を
送
付
す
る
。



衆
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員
浅
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貴
博
君
提
出
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
担
当
す
る
大
臣
の
被
災
地
に
お
け
る
一
連
の
言
動
に
対

す
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菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
例
は
、
昨
年
九
月
十
七
日
及
び
本
年
一
月
十
四
日
の
内
閣
改
造
並
び
に
同
年
六
月
二
十
七
日
の
東
日
本
大
震

災
復
興
対
策
担
当
大
臣
等
の
任
命
に
伴
う
も
の
を
除
き
、
四
件
で
あ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
は
、
本
年
七
月
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
松
本
�
前
東
日
本
大
震
災
復

興
対
策
担
当
大
臣
の
発
言
に
つ
い
て
、
被
災
地
の
方
々
に
不
快
な
印
象
を
与
え
る
部
分
が
あ
っ
た
と
し
て
、
被
災
地
の
方
々

に
お
わ
び
申
し
上
げ
た
い
旨
の
答
弁
を
行
い
、
ま
た
、
同
大
臣
が
辞
任
す
る
と
い
う
結
果
に
至
っ
た
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ

る
旨
の
答
弁
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

菅
内
閣
と
し
て
は
、
内
閣
が
一
体
と
な
り
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
及
び
復
興
並
び
に
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
一
日
も
早
い
収
束
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
二
十
七
日
午
後
の
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
に
お
け
る
記
者
会
見
等
に
お
い
て
、
菅
�
人
内

閣
総
理
大
臣
が
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二


